
１. 私たちは住み慣れた地域で尊厳をもって「そ
の人らしく」暮らし続けることを支援します。

２. 私たちは全ての人の人権を尊重し、誰もが権
利として福祉を享受できる社会をめざします。

３. 私たちは地域の皆さんの力によって設立され
発展してきた歴史と伝統を大切にします。

４. 私たちは社会福祉法人であることを誇りとし、
その使命と役割を果たします。

５. 私たちは働く職員の生活を守り、専門性を向
上させるために努力します。

七野会　基本理念
なな の かい

京都市北区大北山長谷町 5-36　TEL.075-466-5095　ＵＲＬ● https://www.nananokai.com/

題字・那須和子さん　〈グループホーム姉小路ご入居者〉

社会福祉法人　七野会●広報紙 
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グループホームでは、少人数の中で「馴染みの関係」を大切にしながら、
ご本人の生活上の「困りごと」や「行動・心理症状」を軽減し、こころと身
体を穏やかにして毎日を過ごしていただくことをめざしています。
また、過去に経験したことがある役割、たとえば食事の準備、掃除、洗濯
などをスタッフの手を借りながら、みなさんでできることを行います。「家
庭的な」雰囲気のなかで、お持ちの力を発揮していただき、潜在的な力をの
ばすように働きかけていくことを大事にしています。
七野会には京都市と南丹市に３つのグループホームがあります。各地域の

特性を生かし、交流を大切にしながら支援を行っています。

のこと

ご自身が経験してきたことは、「ご用事」「お手伝い」
として一緒にしていただいています

ご入居後も面会や
外出・外泊などの
交流は、ご希望通
りにしていただけ
ます

同じ法人内の作業療法士が日々の
生活リハビリを提案しています

グループホームの特徴は
「馴染みの関係性」
家のように落ちついた雰
囲気で、みなさんと楽し
く過ごせます

グループ
ホームケア

ご存じですか？

～認知症対応型共同生活介護～
グループホームグループホーム

あっとほーむ

ご家族との
かかわり

リハビリ

地域の運動会へ参加

地域の神社へお参り
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一服ちょっとちょっと

いっぷく

お年寄りのくらしは笑いや
発見がいっぱい！
その中からとびきりをご紹介。

職　員「Ａさん、お風呂の準備ができました。どうぞー」
Ａさん「家で入ってるさかい、ええわ！」
職　員「気持ちいいですよ」
Ａさん「お断りいたします」
（数分後）
職　員「Ａさん、ニューヨークに行きましょう」
Ａさん「兄ちゃん、オモロいな！わし、パスポート持っとらんで」
職　員（耳元で）「特別にパスポートなしで入国（入浴）できます」
Ａさん「ハハハ、ほな行こか？いざ、にゅう～よーく」
入浴のお誘い方法は 1,000 通りくらいアリマスヨ（笑）

「ようこそニューヨークへ」
はつねデイサービスセンターの巻

協力医療機関と提携
定期の往診から急な対応まで
24時間体制でサポートして下さいます

手作りでこころのこもった家庭料理を提供
食べやすいようにさまざまな加工もしています
（ミキサー食なども作ります）

お天気のいい日は近所に散歩～♪
お買い物にも一緒に出かけます

医療

食事

散歩や外出

Ａ．希望される事業所と同一の市町村に住
んでおられる方が対象です。

Ｑ．どこに住んでいても利用できる？

Ａ．要支援２～要介護５の方で、医師に認
知症の診断を受けた方が対象です。

Ｑ．利用できる対象は？

Ａ．１ユニット（１単位）９名です。
Ｑ．定員はありますか？

Ａ．介護保険の費用と食費や家賃などの実
費で１ヶ月15万円前後です。（当法人）

Ｑ．費用は？

よくあるご質問

グループホームみやま
（南丹市）

☎ 0771-76-9030

グループホームはつね
（京都市北区）

☎ 075-494-3022

グループホーム姉小路
（京都市中京区）
☎ 075-257-3879

ご見学・お問い合わせ
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2024年度は３年に１度の介護保険制度・介護報酬改定の年でした。訪問介護（ホームヘルパー）の基本報酬が
引き下げられ、経営の困難さに加え担い手不足に拍車がかかっています。また、介護保険制度開始時の２倍以上と
なった65歳以上の保険料や、老健施設等での多床室室料の徴収は、利用者さんやご家族の大きな負担となります。
保険料を払っても必要なサービスが受けられなければ、公的介護保険とは言えません。「ヘルパーやケアマネが足
りない」「利用料が高すぎて払えない」など、現場の実態と切実な要望を発信し続けることが大切です。
2024年度の七野会の事業と運動についてご報告いたします。

2024年度　法人事業報告と決算報告 社会福祉法人七野会　理事長
井上　ひろみ

2025年度をみなさんのご支援ご協力により迎えられましたことに
厚く御礼を申し上げます。
2024年度の事業と決算についてご報告いたします。

（１）法人内施設での所在不明事故の発生

（３）介護保険制度の改善、高齢者福祉の充実を
求めて

・京都府内の訪問介護事業所を対象に行われた調査で
は、94％の事業所が訪問介護の基本報酬引き下げに
「反対」と回答しました。調査結果を伝える記者会見で、

担い手不足や運営の厳しい実情、動画による利用者さ
んの声を発信しています。

・介護保険制度の改善と介護従事者の処遇改善を求める
請願署名には1,000筆を超えるご協力を頂きました。
全国の仲間とともに、国に要望を届けています。

（４）「その人らしい暮らし」を支えるケア、地域と
ともに福祉の充実をめざす各事業の取り組み

・新型コロナ感染症などの感染症対策は引き続き求めら
れますが、面会の拡大や外出・行事の取り組み、カフェ
やサロンなど地域のみなさんとの交流の機会が増えて
います。

・５～９ページに各施設・事業所の事業報告を掲載して
いますので、ご覧ください。

（５）職員の不足や事業実績の低下の影響が大きい
決算に

・純資産は 29億8,499万円となり、前年より2,933万円
減少しました。

・事業活動では、介護保険事業等サービス活動収入は
27億8,742万円（前年比 5,406万円減）となりました。
職員の不足や事業目標の低下等がその要因です。物価
高騰や人材紹介手数料などの支出増も影響し、経常増
減差額が713万円、収入比0.26％の厳しい決算となり
ました。

・職員の採用に力を注ぐとともに、事業の安定的な運営
に向けて取り組んでまいります。

・11月に法人内施設利用中の利用者さんが所在不明と
なる事故が発生し、半年以上経過していますが発見・
保護に至っていません。命にかかわる重大な事故の発
生を重く受け止めています。利用者ご本人とご家族に
深くお詫び申し上げますとともに、何よりも引き続き
捜索に全力を尽くし、責任をもって対応に努めてまい
ります。ご利用のみなさま、応援してくださるみなさ
まには大変ご心配をおかけいたします。京都市の行政
指導にもとづき、外部専門家の意見を得て検証と再発
の防止に取り組んでまいります。

（２）福祉・介護の担い手不足、職員育成と定着
・人手不足は全国的な課題ですが、当法人でも事業計画
とおりに職員が配置できず、職員採用に大変苦慮した
１年でした。もっとも必要なのは、他産業に比べても
低い処遇の改善ですが、職員が働き続けたいと思える
職場づくりも大切です。職場環境改善や会議の工夫、
事業所での研修や法人外の研究交流会への参加など、
働きやすく成長できる職場づくりへの取り組みを重ね
ていきたいと思います。
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以上、大変簡単ではございますが、2024年度の事業と決算の報告といたします。
2025年度も引き続きご支援、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

2,031,030,000 2,569,030,000
94,000,000
44,060,000
8,340,000
48,370,000
3,600,000
18,910,000

2,787,420,0002,787,370,000
40,000

7,130,000
△ 1,410,000
5,720,000

2,116,680,000
17,500,000
8,000,000

2,126,180,000

418,920,000
235,040,000
134,970,000
△ 35,060,000

人件費
事業費
事務費
減価償却費
国庫補助金等取崩額

介護保険事業収益
ケアハウス事業収益
障害福祉サービス事業収益
診療所事業収益
配食事業収益
高齢者・障がい者住宅収益
経常経費寄付金収益

サービス活動収入　合計
サービス活動増減差額
経常増減差額
特別増減差額
当期活動増減差額

当期末繰越活動増減差額
その他積立金取崩額
その他積立金積立額
次期繰越活動増減差額

サービス活動費用　合計

支出の部
事業活動計算書 （自）2024年4月1日　（至）2025年3月31日

収入の部
（単位：円）

2024年度　各施設、事業所からの事業報告

居宅介護支援事業所は、利用できるサービスの少ない
（あるいは選択肢の少ない）山間地の利用者や、在宅生
活の維持がギリギリの利用者等を法人内事業所に繋ぐこ
とができ、それらの方々の暮らしや命を守ることができ
たことを実感した１年でした。
デイは、１年を通して利用者のようすの気づきをチー

ムで共有しケアマネや他事業所との連携に努め、高医療
ニーズの利用者の情報共有に励んだ１年でした。
ショートステイは、通常利用だけでなく身元不明高齢

者や緊急利用の受入のなかで、ショートステイの役割を

実感できた１年でした。
特養は、「納涼祭」「運動会」という施設全体の行事を

数年ぶりに開催しました。未経験の入居者や職員がほと
んどのなか、実行委員の自由な発想のもとで、入居者と
家族との交流機会は
もちろんのこと、入
居者の嬉しそうな顔
や職員の達成感など
が見えた取り組みで
した。

特別養護老人ホーム　原谷こぶしの里 施設長　介山　篤

「はい！いつものコレ！」と手渡されたペットボトル
のキャップの用途を、事業所に常駐していない私はすぐ
に理解できませんでした。職員によると「キャップアー
ト」を作ろうというのが、呼びかけのきっかけだったそ
うです。作品には、大量のキャップを要するため、集ま
るまでにキャップを使ったレクリエーションができない
かと利用者さんとの協働が始まりました。収集、色ごと
の仕分け、物品の作成を利用者主体で行ったことは、事
業目標である自立支援というケアの基本を徹底する軸と
なっています。完成したキャップボードは、奥が深い四
則計算が必要。みんなで知恵を出し合う悪戦苦闘の人気

アイテムとなりました。他にも多くの物品が出来上がり
ました。地域のみなさまにもキャップ集めにご協力いた
だいており、繋がりの一つにもなりました。さぁ！キャッ
プアートで何を
描くか!?みなさ
んと一緒に創造
する次年度に期
待したいと思い
ます。

担当理事　藤田　隼平デイサービスセンター　北山杉いこいの家
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阪神淡路大震災や東日本大震災以降の多くの地震災
害、2024年元旦の能登半島地震を経て、災害への備え
や対応は国民的な関心事、課題となっています。
地域課題を解決し、高齢者が暮らし続けることのでき

る地域をつくること＝「地域包括ケアシステム」構築の
中核機関としての任務を持つ地域包括支援センターとし
て、この課題は、今、向き合わなければならない重要な
ものになっています。
そこで、京都市原谷地域包括支援センターでは、2024年

度、担当圏域（小野郷学区・中川学区・鷹峯学区・金閣学区・
衣笠学区・大将軍学区）全体の会議を２回行い、大規模
災害が発生した際にそれぞれ個人、団体として何ができ
るか、そのための備えとして何をしなければならないか
という検討を行いました。参加は北区役所、北警察、北
消防、医師会、北区社会福祉協議会などの関係機関や自
治会、自主防災会、学区社会福祉協議会、民生委員さん、
老人福祉員さんなど地域役員のみなさま、介護サービス
事業所です。
検討はまだ緒についたばかりで、具体的な動きについ

ては今後の課題ですが、多くの参加者がおっしゃるのは、
普段からの「顔の見える関係づくり」が大事ということ

です。この課題は普遍性の高いものであり、「介護を要
する方や認知症の方への日常的な支援、行方不明になっ
た際の支援」「社会的孤立や孤独死」「支援を必要として
いる方の発見」「集いの場づくり」などなど、さまざま
な課題に向き合う際に必ず問われる前提であると考えて
います。
「顔の見える関係づくり」とは、有機的な縦横の地域
ネットワークの構築と言い換えることができると思いま
すが、この課題に取り組むことで、地域住民、関係機関
が垣根なく協働でき、災害をはじめ、どの課題に対して
もしなやかな強さを培うことができると考えます。今後
とも微力ながら、地域のみなさまのお手伝いができれば
と思います。

京都市原谷地域包括支援センター 施設長　古川　美佳

ケアハウス　リブル北山 施設長　横井　友

2024年度は入居者さんの希望を実現に繋げられた１年
であったのではと感じています。
ケアハウスは、基本的に自由に外出・外泊できる施設

ではありますが、「映画館で映画は観たいけれど、一人
では観にいけないし、連れて行ってほしいなぁ」など、
一人では行きたくても行けない場所でも、みなさんと一
緒にいくなら行きたいと希望された声を職員が聞き取
り、映画館外出を企画。他の入居者さんにも希望者を募
ると想定以上の入居者の方が応募され、参加されたみな
さんからは「久しぶりに映画館に行った」「今の映画館
は昔とは違うな～」「施設に入ったから、もう映画館な
んていけないと思っていたので連れて行ってくれてあり
がとう」と反応はさまざまでしたが、大変喜ばれていた
のが印象的でした。
また、誕生日を迎えられる入居者さんから「カニが食

べたい」との希望があり、企画実現した際にも、「やっ
ぱり、カニは美味しいな、次は日本海の近くに連れて行っ
て」など、お酒も飲まれこともあり普段とは違う良い表
情を見せてくださいました。

訪問ボランティアさんも再開しました。今年度は地域
の方もお誘いし、数名ですが参加され、入居者さんとの
交流もありました。今後は訪問ボランティアさんが来ら
れる時だけではなく、施設行事やサークル等にも気軽に
来て頂けるような地域の方との関係性を築いていければ
と思っています。
コロナ禍で制限が多かった生活が、少しずつですが「あ

たりまえの生活」に戻ってきていると思える１年であっ
たと感じています。今後も入居者さんの希望・要望を丁
寧に聞き取り、入
居者さんとともに
考え・悩み、解決
に向けて取り組め
る職員集団をめざ
していきたいと
思っています。
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こぶしの里　サテライト今宮 施設長　服部　裕美

2024年度は職員確保に奔走し続ける１年でした。そ
のような状況でも、介護経験のない中で、介護補助とし
て働きはじめ、介護職員として勤務してくれるように
なった方がいたり、厨房職員や配食サービス配達員とし
て勤務してくれる75歳以上の方々がいたりと、有難い
御縁も繋がっています。また特養では介護の単発バイト
を導入してみました。単発バイトには賛否両論あります
が、働き手を確保して利用者さんの暮らしに還元するこ
とをめざして、また求職者さんとの出会いになることを
期待して、活用しながらサテライト今宮らしい使い方を
探っていきたいと思います。もう一点、「ご家族と一緒
にチームになる」ことに施設とご家族が一緒に取り組め
たことも印象的です。専門職と言っても、ご家族が付き

添い励まし、温かく交流してくださることに代わること
はできないと実感する場面が沢山あり、面会を通してお
食事が食べられるようになった方もおられ、ご家族と一
緒に喜びました。2025年度も施設職員だけでケアを完
結させるのでな
く、さまざまな
力にご協力をい
ただきながら援
助実践を重ねた
いと思います。

「痛うなるかと思ったら、腕が上がるようになって楽
になったわ～」
同法人ライブリィきぬかけで昨秋まで活躍していた

『プーリー』という運動器具を使っている利用者さんの
声です。同じく室内運動ができる『足漕ぎペダル＆手回
し』や室内歩行できる『ルームウォーカー』など、今の
美山こぶしの里には健康器具が次々と増えています。
ちょっとの隙間に運動ができ、より元気になれる、
「フィットネス『KOBUSHI』美山店」。一見美山町には
似つかわしくないように思いますが、健康に暮らし続け
たいと思うのは、都市部でも地方部でも変わらないようです。

また「大正琴サークル」が始動。先生役の職員と利用

者さんが毎週木曜日に練習を重ね、３月に発表会を兼ね
て、50㌔以上離れた京都市内の同法人姉小路デイサー
ビスとパソコンを通じた交流を図りました。建物の外を
見れば、昨夏の猛暑により生育不順だったサツマイモに
変わって、ジャガイモの種植えが「こぶし畑」で始まり
ました。もちろん職員と利用者さんと一緒に、です。
デイサービスは、介護を

受けるだけの場所ではあり
ません。たくさんの方と一
緒に笑い、楽しみ、行けば
元気になれる所。それが今の
美山こぶしの里にはあります。

施設長　宮本　武史生活支援総合センター　美山こぶしの里

24年度は在宅系事業所が集まる聚楽にとって、経営
について考えさせられる１年となりました。最近は特養
やグループホームのような介護保険事業の入所施設以外
に、有料老人ホームやサービス付き高齢者住宅が増えた
ため、お金に余裕があり自宅での暮らしにこだわらない
方はすぐに入所できるようになりました。今までなら、
まだまだ自宅で暮らせた方が次々入所されていきまし
た。ヘルパー以外の事業所は、廃止者数に新規受入れ数
が追い付かず、何とか帳尻を合わす日々が続きました。
ヘルパーには受けきれない数の相談が来ることから、潜
在的に利用者はいるはず。どのように利用者に出会い、
利用に繋げていくかが課題となりました。そこで、利用

者に選ばれる事業所作りについて、各事業所で話し合い、
それぞれのアイデアを実行しました。また地道な地域活
動として、オレンジカフェ上京や聚楽学区の清掃活動へ
の参加、地域のお祭りでの署名活動など出来ることをコ
ツコツ行いました。その甲斐があって、利用数は回復し
つつあります。守るべ
きものは守りながら、
時代の流れをつかみつ
つ、柔軟な発想で今後
も事業運営を行ってい
きたいと思います。

生活支援総合センター　聚楽 施設長　森田　健也

聚楽ふれあい祭の出店の様子
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『多種多様な対象者の「その人らしい」暮らしを支え
られる事業所をめざす』という目標を掲げた 2024年度
は、事業所内外での職員研修に積極的に取り組み、ご利
用者の生活をみる力、支える力、発信する力を育て、新
大宮全体のレベルアップを目指した１年でした。コロナ
禍以降、職員研修については職員会議内での短時間学習
会や個別の研修動画閲覧が中心でした。2024年度はこ
れまで通り個別の動画等も活用しながら、職員が担当と
なって企画した学習会の開催やこぶしの里特養との交換
研修等、コロナ禍以降取り組めなかった形式の研修が
開催できました。「ハラスメント」や「ヘルパー援助の
グレーゾーン」等、職員が関心のある内容について役責

やサービス提供責任者から講義し意見交換をしたり、「腰
痛予防」をテーマにヘルパー自身が講師となり、効果的
なストレッチを紹介し参加者全員で実践する等、職員が
主体となって学習することができました。振り返ると、
自分たちの仕事について学び直し、働き続けられること
につながる内容の学習が中心となりましたが、2025年度
は職員主体での学習を継
続していきつつ、より「ご
利用者の生活を豊かにし
ていく力」を育んでいけ
るよう努力していきたい
です。

在宅ケアセンター　新大宮 施設長　駒居　享生

はつねデイサービスセンター・グループホームはつね 施設長　児島　一晃

グループホームでは 2024年度５名の方が退去され、
新しく４名の方をお迎えしました。退去された方の中に
は病気により入院が長引き、再び戻ってきていただくこ
とが叶わなかった方もおられました。あらためて入居者
さんの体調観察や協力医療機関との連携の大切さを感じ
ました。はつねでは毎月、協力医療機関との「連携会議」
を開催し、「既往症の情報共有」「入退院時の連携」「感
染症発生時の協力」などについて、細やかに話し合うよ
うにしています。入居者さんが健康な毎日を過ごせるよ
う、これからも医療面での連携を強めていきます。
デイサービスでは認知症高齢者の方が安心して過ごせ

るよう「支援する人・される人」を感じさせないような
空間づくりを大事にしています。デイサービスというよ
りも「馴染みの居場所」に近いような存在を目指してい

ます。当事業所の広報紙から、合唱や職員演奏の音楽レ
クリエーションを見て、「歌がとても好きな方だから…」
と紹介いただけるケースも増えてきています。また、利
用者さんに喫茶の準備、食器の片づけ、洗濯物干しなど
小さなお仕事を担当していただいています。利用者さん
に丁重にお礼を伝えると、「私
も役に立つ」と満足感を持って
いただけることも精神的な安定
に一役買っているのかなと考え
ています。今後も利用者さんの
潜在的チカラを引き出していき
たいと思います。

より良い支援・ケアができる事業所として「高齢者の
権利擁護」について居宅支援事業所、デイサービス、グ
ループホームで年間を通して考えてきました。実践して
いるケアを振り返り、「誰のための支援なのか」「利用者
が望むケア」ができているかを議論し、利用者さんの生
活を支えてきました。職員の接遇面においても「声かけ
の仕方や対応がおかしくないか」など違和感を覚えるこ
とについても率直に意見交換を行い、ケアの質の向上に
努めました。
デイサービスでは、各種ボランティアさんに延べ 50回

（実人数５人）来ていただきました。特に数年来の繋が

りがある音楽体操の方とはコロナ禍のブランクを経て、
月２回欠かさずに訪問していただいて、感謝の限りです。
ボランティアさんや地域の方々とともに次年度も地域の
中に「姉小路があって良かった」と思ってもらえるよう
な事業所づくりに
努めていきたいと
思います。

生活支援総合センター　姉小路 部長　小林　新一郎
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長さんはこれまでライブリィきぬかけで11年、はつねデイで４
年働いておられます。長さんの印象は、優しい雰囲気でおおらか、
でも時にはしっかりと意見をもって発言されるとても頼りになる先
輩！です（私よりも年下なのですが）。
長年、働き続けてこられた理由は？とうかがうと「最初は不器用
で人一倍仕事を覚えるのも時間がかかったけれど、３年目頃から仕
事を任されたりリーダーをしたり…仕事が楽しくなった」「きぬか
けの時は大変なこともあったけれど職員同士仲良くて楽しく仕事が
できた」と話しておられました。「今のデイサービスは少人数でまっ
たり過ごす時間がいいです」と。話をしていると自然とほっこりで
きる長さんにご利用者のみなさんも癒されているのではないかなと
思います。
人と人との関わりが楽しい！と介護の醍醐味も教えていただきま
した。
仕事以外では、ダンスが趣味とのこと。グループを組んでダンス
を楽しんでいたそうです（今は育児で忙しくなり休止中）。最近は
会うと育児の話もし合うママ仲間でもあります。これからも、仕事
や育児・そして趣味に頑張りましょうね！

文：金閣こぶしの里ヘルパーステーション　河村由紀 

＊紙面で紹介された職員が次号で別の職員の紹介をしてつないでいきます。お楽しみください。

2024年度　七野会事業所での苦情の受付と対応について
2024年度、お寄せいただいた苦情は23件。前年度の34件と比

較し11件減っていますが、苦情やご意見に対する事業所として
の感度が鈍っていないのかが気になります。特に入所系の施設は
２件しかありません。ご家族が施設でのケアを直接見ていない、
一緒にフロアで過ごす機会がまだまだ少ないことが一因なのでは
ないかと懸念しています。
苦情のカテゴリーで最も多いのが「支援・ケアの質」で12件。

次いで「職員の態度」と「情報共有・周知」が同数で、それぞれ
３件になります。「依頼したことがきちんと出来ていない」、「言
い方に気を付けてほしい」、「挨拶がない」などの内容がありました。
「自分たちは大事にされているのだろうか…」、「常識に欠ける」
などとお感じになった時に堪り兼ねて、お電話して下さっていま
す。事業所としては、反省と改善だけではなく感謝しなければな
りません。
苦情の際に「職員への教育はどうなっているの？」と疑問を呈

する方もあります。事業所の外で活動することが多いヘルパーや
デイなどは特に指導が難しいと言えますが、「自分がご利用者本
人なら、ご家族ならどう思うのか」という視点を忘れずに、学習
や指導を積み重ねてまいります。今後も忌憚のないご意見やお声
をお寄せ頂ければ幸いです。

2024年度　苦情受付と対応のまとめ
苦情申し出の方法 件 数
電話 13件

6件
3件

23件

口頭（利用時等）
その他

1件文書
合計

苦情の内容・種別 件 数
支援・ケアの質 12件

3件
3件
2件

23件

情報共有・周知
職員態度
財物に関して

2件交通関係
1件配慮不足

合計

苦情の申し出をされた方 件 数
ご家族 12件

8件
1件
1件

23件

ご本人
一般業者
ケアマネ

1件不明
合計

長　時江さん

はつねデイサービスセンター
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投稿大募集
ご家族の生の声を聞かせていただく
コーナーです。
どんどんご意見をおよせください。

『とうとう 101歳超え』
母は大正 12 年 11 月１日生まれ。あの関東大震災の

ちょうど２ヶ月後でした。動乱の昭和から平成、令和と
生きてきたわけですが、本人もまさか 100 歳を超える
とは思ってもいなかったとのこと。８年前に連れ合いを
亡くしましたが、年齢の割には元気で、「あと２～３年
はおる」と言っています（ほんま？毎年同じこと言って
るよなぁ）。

『大阪で奉公？』
高等小学校卒業後、家業手伝いのあと、大阪の吹田の

方へお手伝いとして行ったようです。その家はご主人が
やさしく、家族のように接してもらえたそうで、「松」
という名前がつけられ（当時は本名ではなく、松竹梅の
ようにつけられたようです）、「まっちゃん」と呼ばれて
いたそうです。そのお宅からは今も年賀状が届きますが、
母もうれしそうにしています。

『静かに留守番』
家では座ったり、寝転んだりしていることが多く、脚

が弱っているのであちこちへは行けません。移動の時は
介助が必要ですが、食事は私と同じものを食べており、

少し小さく調理するくらいで特に工夫はしていません。
すぐに「おいしいものはないかー」というので甘いもの
を少し出します。でもすぐに忘れてまた「おいしいもの
はー」と言うので、きっぱりと「ない！」と言うと「そ
うかぁ」と静かになります。

『怒ったことがない？』
母が怒ったのを見たことがありません（たまに何かに

ムッとすることはありますが）。本人に言わせると「怒
らへんから犬にも吠えられたことないでー」だそうです。
私も父に叱られたことはあっても、母に叱られた記憶は
ないので、穏やかに歳を重ねてきたのだと思いつつ、こ
れからもゆったりと毎日を送ってもらいたいです。

文：文字利晴さん

こぶへえさんのバックナンバーが
ネットで読めます。
「京都の聞き書き絵本」
http://www.kikigakiehon.com/

美山こぶしの里
デイサービスセンター

文字　コトイさんご利用者

長　男 　　　利晴さん

（左）文字コトイさん　（右）文字利晴さん

『母のこと』
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突然ですが、みなさん「京都サンガFC」をご存じですか？
京都にあるプロサッカーチームです。私は、このチームを応援
する「サポーター」です。サポーターの意味は「支持する人」
つまりは応援団です。ではここで問題！「サポーター」には背

番号が与えられていますが一体「何番」でしょうか？　チクタク、
ちくたく。答えは「12番」です。サッカーは11人で試合に
臨みますが、サポーターは12番目の選手と言われているんで
すよ。七野会を支えてくださっているみなさまも、私は大切な
七野会サポーターだと想い感謝しております。えーと、85号
発刊の頃は１位になっていますように！（５/15時点で３位）

こんなことしました

北野天満宮の書初め行事「天満書」にも参加しています。
優しくて楽しい先生が指導して下さる「ななの友の会・書
道サークル」にみなさんも是非お越しください。

てんまがき
ななの友の会書道サークル

情
報

催しのごあんない

BOX

編 後 記集

児

事業所
一　覧

生活支援センター　金閣こぶしの里 466-2273

グループホームはつね 494-3022
はつねデイサービスセンター 494-3033
デイサービスセンター　北山杉いこいの家 406-4555

介護老人保健施設　ライブリィきぬかけ 466-5066

特別養護老人ホーム　原谷こぶしの里 463-4888
居宅介護支援事業所　原谷こぶしの里 463-1675
原谷こぶしの里　老人短期入所施設 463-4569
原谷こぶしの里　デイサービスセンター 463-7664

ケアハウス　リブル北山 463-4100

在宅ケアセンター　新大宮 492-3979
こぶしの里サテライト今宮 494-2870

京都市原谷地域包括支援センター 463-1686

生活支援総合センター　美山こぶしの里 0771-76-9027
南丹市
生活支援総合センター　姉小路

あねやこうじ
257-3867

中京区
堀川こぶしの里デイサービスセンター 417-4410

じゅらく

生活支援総合センター　聚楽 415-7575
上京区

北区

ケアハウスリブル北山
は今年度の４月１日（火）
に開園30周年記念祝賀
会を行いました。当日、
外注でマグロ解体ショー
を行い、そのお寿司を目
の前で握ってもらいまし
た。懐かしい職員との再会などもあり、和やかな食事会とな
りました。これからも、入居者のみなさんの暮らしをできる
限りお手伝いしていきたいと思います。よろしくお願いいた
します。

開園30周年記念祝賀会

４月５日、2024年度事業報告を兼ねた恒例のお花見会と
焼肉パーティーを原谷こぶし
の里の中庭で行いました。今
年は原谷こぶしの里とライブ
リィきぬかけの入居者さん・
ご家族を含め、総勢32名の
方にご参加いただきました。
満開の桜の下で、ちょうどお
誕生日の方がおられお祝いソ
ングを歌うなど、和やかな会
となりました。

2024年度法人事業報告＆お花見会

古くなったマイクロバス（平野号）を廃車したこと
をお知りになった利用者さんより、不便だろうと、車
輛寄付のお申し出をいただきました。時代に合わせて
バスよりも小さな車を、と希望させていただき、４月

に真っ白な車輛が届き
ました。こぶしの里サ
テライト今宮で大切に
使わせていただきま
す。ありがとうござい
ました。

車輛寄付をしていただきました

こぶしの里サテライト今宮会　場

２・４・６・８・10・11・12月の第2火曜日
14：00～　１時間程度、開催しています。

時　間

ななの友の会事務局
TEL　（075）466-5095

お申込み・
お問い合わせ
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